
社
会
健
康
医
学
と
は
？

私
た
ち
の
静
岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
は
昨
年

４
月
に
開
学
し
た
ば
か
り
の
新
参
者
で
す
が
、
医
学
部

の
な
い
と
こ
ろ
に
は
じ
め
て
「
医
学
」
と
い
う
名
前
が

付
い
た
、
単
科
の
、
し
か
も
学
部
の
な
い
大
学
院
だ
け

の
珍
し
い
大
学
で
す
。
社
会
健
康
医
学
と
い
う
言
葉
は

聞
き
慣
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
従
来
の
公
衆
衛
生
学

に
新
し
い
学
問
ジ
ャ
ン
ル
（
私
た
ち
の
場
合
は
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
な
ど
）

を
加
え
、
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
健
康
長
寿
の
延
伸
を

図
る
べ
く
最
先
端
の
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
社
会
実
装
を
め
ざ
そ
う
と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
帯
び
た
新
し
い
学
問
体
系
で
す
。

英
語
で
は
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス

（
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
と
い
い
ま
す
が
、
米
国
で
は
１
０
０
年
以

上
も
前
か
ら
公
衆
衛
生
研
究
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
い
ま
北
米
に
は
67
も
の
Ｓ
Ｐ
Ｈ
が
あ

り
、
最
も
古
い
ジ
ョ
ン
ス
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
で
は
学
生

が
２
６
０
０
名
（
そ
の
半
数
は
医
師
）、
教
官
が
５
０

０
名
も
い
る
そ
う
で
米
国
の
臨
床
研
究
の
底
力
を
見
せ

つ
け
ら
れ
ま
す
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
最
も
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は
実
は
こ
の
公
衆
衛
生
の
専

門
家
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
か
ら
は

マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
（
Ｍ
Ｐ
Ｈ
）

と
い
う
修
士
号
を
持
っ
た
専
門
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す

が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
日
本
で
も
２
０
０
０
年
に
は
じ

め
て
京
都
大
学
に
Ｓ
Ｐ
Ｈ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
国
内
各
地
に
約
20
校
の
Ｓ
Ｐ
Ｈ
が
誕
生
し
ま
し
た

が
、
静
岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
（
静
岡
Ｓ
Ｐ
Ｈ

と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
）
は
単
科
の
Ｓ
Ｐ
Ｈ
大
学
院
と
し

て
は
日
本
初
、
中
部
地
区
で
も
初
め
て
の
本
格
的
な
Ｓ

Ｐ
Ｈ
で
す
。
い
ま
35
名
の
大
学
院
生
が
学
ん
で
い
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
が
実
務
経
験
を
有
す
る
医
療
専
門
職
で

そ
の
半
数
が
医
師
で
す
。
皆
さ
ん
多
忙
な
仕
事
を
続
け

な
が
ら
金
曜
日
と
土
曜
日
に
来
学
あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
授
業
を
受
け
、
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
見
つ
け
た

医
療
上
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
日
々
研
究
に
励
ん
で

お
ら
れ
、
そ
の
熱
意
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。 

静
岡
県
の
健
康
課
題

い
ま
私
た
ち
が
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
静
岡
県
の

健
康
課
題
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
で
依
然
と
し
て
「
平
均
寿
命

と
健
康
寿
命
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
ら
な
い
」
こ
と
で

す
。
健
康
寿
命
と
い
う
の
は
健
康
上
の
問
題
が
な
い
状

態
で
自
立
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と
で

す
。
平
均
寿
命
は
延
び
て
も
、
人
生
最
後
の
約
９
年

間
、
多
く
の
人
々
が
医
療
や
介
護
に
依
存
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
な
か
な
か
埋
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
幸
せ

を
感
じ
る
期
間
」（
幸
福
寿
命
）
を
考
え
る
と
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
是
が
非
で
も
短
縮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
静
岡
県
の
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
約

２
２
０
万
人
分
の
レ
セ
プ
ト
･
健
診
･
介
護
の
デ
ー
タ

を
使
用
す
る
許
可
を
い
た
だ
き
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
駆
使
し
て
こ
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
メ
タ
ボ
や
高
血
圧

な
ど
の
有
病
率
を
見
る
と
静
岡
県
内
に
大
き
な
地
域
格

差
が
あ
る
こ
と
で
す
。
特
に
南
伊
豆
地
域
で
は
高
齢
化

が
進
み
、
高
血
圧
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

集
団
を
長
期
に
わ
た
っ
て
追
跡
す
る
こ
と
で
病
気
の
発

症
や
予
防
を
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
調
査
す
る
研
究
を
ゲ
ノ

ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
と
い
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
賀
茂
地

区
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
詳
細
な
健
診
を
こ
れ
か
ら
長
期

間
実
施
す
る
こ
と
で
認
知
症
や
フ
レ
イ
ル
を
含
め
た
遺

伝
子
レ
ベ
ル
か
ら
の
解
明
を
め
ざ
し
て
研
究
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
研
究

手
法
で
静
岡
県
民
の
健
康
課
題
の
解
決
と
人
生
百
年
時

代
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
三

つ
目
の
課
題
は
静
岡
県
の
慢
性
的
な
医
師
不
足
で
す
。

人
口
３
６
０
万
人
の
静
岡
県
に
は
浜
松
医
大
し
か
医
学

部
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
人
口
を
擁
す

る
四
国
四
県
に
４
つ
も
医
学
部
が
あ
る
の
と
好
対
照
で

す
。
静
岡
県
で
は
全
国
一
の
医
学
研
修
修
学
資
金
制
度

を
整
備
し
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
約
６
０
０
名
の
医

師
が
い
ま
県
内
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
医
師
た
ち

の
希
望
と
行
政
の
意
向
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
医
師
配

置
調
整
業
務
も
浜
松
医
大
と
と
も
に
本
学
が
担
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
師
や
医
療
専
門
職
が
静
岡
Ｓ
Ｐ
Ｈ
に

入
学
す
る
こ
と
で
将
来
に
わ
た
っ
て
卒
業
生
が
県
内
に

定
着
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

先
制
医
療
へ
の
貢
献

私
は
高
校
ま
で
を
静
岡
市
で
過
ご
し
、
京
都
大
学
名

誉
教
授
と
な
る
ま
で
の
約
50
年
間
、
医
学
研
究
に
専
念

し
て
き
ま
し
た
が
、「
医
療
や
健
康
を
め
ぐ
る
諸
問
題

は
医
学
や
生
物
学
だ
け
で
は
解
決
し
な
い
。
健
康
格
差

の
解
消
に
は
生
活
環
境
や
経
済
格
差
な
ど
社
会
的
決
定

要
因
に
介
入
し
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
」
と
言
う
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
古
希
を
迎
え
て
故
郷
静
岡
に
戻

り
、
社
会
健
康
医
学
研
究
に
没
頭
し
よ
う
と
思
っ
た
大

き
な
動
機
で
す
。
静
岡
Ｓ
Ｐ
Ｈ
は
新
し
い
研
究
手
法
を

開
拓
し
、
皆
さ
ん
の
行
動
変
容
を
支
え
、
社
会
全
体
の

健
康
課
題
の
解
決
の
た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｈ
が
何
を
す
べ
き
か

を
探
求
し
続
け
ま
す
。
い
ま
本
学
に
は
多
様
な
医
療
専

門
職
の
方
々
が
同
じ
学
び
舎
で
相
互
に
刺
激
と
切
磋
琢

磨
を
し
な
が
ら
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
病
院
に
お
け

る
チ
ー
ム
医
療
と
同
じ
で
、
お
互
い
の
専
門
性
を
リ
ス

ペ
ク
ト
し
な
が
ら
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
維
持
し
つ
つ
研

究
を
推
進
す
る
本
学
の
姿
勢
は
ま
さ
に
大
学
院
の
新
し

い
「
か
た
ち
」
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
社
会
健
康
医

学
の
手
法
で
病
気
を
発
症
前
に
防
ご
う
と
す
る
「
先
制

医
療
」
に
貢
献
す
る
の
が
目
下
の
私
の
夢
で
す
。

今
後
の
医
療
の
変
容
と
本
学
の
役
割

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
中
で
疾
病
構
造

や
医
療
需
要
は
大
き
く
変
容
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
単

一
臓
器
の
病
気
を
治
す
こ
と
か
ら
、
動
く
･
食
べ
る
･

交
わ
る
と
い
う
生
活
機
能
の
低
下
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
や

誤
嚥
性
肺
炎
、
認
知
症
な
ど
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断

ち
切
る
こ
と
を
医
療
の
標
的
に
す
べ
き
時
代
が
到
来
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
社
会
健
康
医
学
に
何
が
で
き
る
か

を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。静

岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
と
い
う
の
は
い
か

に
も
覚
え
に
く
い
長
い
名
称
で
す
が
（
本
学
の
ポ
ス

タ
ー
を
添
付
し
ま
す
）、
是
非
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て

静
岡
県
の
み
な
ら
ず
世
界
の
健
康
課
題
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
以
後
お
見
知
り
お
き
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

静
岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
学
長
･
理
事
長

宮

地

良

樹

お
見
知
り
お
き
く
だ
さ
い

静
岡
社
会
健
康
医
学
大
学
院
大
学
で
す
！

令和４年
（２０２２年）
10月１日（土）
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総合健診センター ヘルスポート
〒426－8638 藤枝市善左衛門 2－19－8

T E L
F A X

054－636－6460
054－636－6465
0120－39－6460

人間ドック
脳ドック ものわすれドック

「けんこう静岡」は、当協会ホームページから見ることができます。 http://www.shsa.net/ または「静岡県予防医学協会」で検索してください。



〈保健指導講話〉

正しく知ろう！加湿器のこと
しずおか健康長寿財団

だより㊷
秋晴れの心地よい季節となりましたが、いかがお過ごしでしょ

うか。暑い夏が過ぎ、気温が下がるにつれて暖房を使用する機会
が増えてくる頃ですね。それと同時に、加湿器を使用されるご家
庭も多いのではないでしょうか。今回は、加湿器の種類やお手入
れの必要性についてお話します。

なぜ加湿器を使うの？
秋から冬にかけて湿度が下がり空気が乾燥すると、口や鼻など

の粘膜が乾燥して炎症を起こしやすくなるため、風邪やインフル
エンザにかかりやすくなります。一般的に湿度を40％以上にする
とウイルスの死滅率が上がるといわれていますので、加湿器の使
用は感染対策に有効であるといえます。

日本画、洋画、彫刻、工芸、書及び写真の６部門で作品を募集しています。
この美術展は「ねんりんピック愛顔（えがお）のえひめ2023」の選考会も兼ねます。

参 加 資 格 昭和39年４月１日以前に生まれたアマチュアの方

出 品 作 品 出品者により創作された未発表作品とします

出 品 料 １作品2,000円（１人１部門につき１点、複数部門出品可）

出品申込締切日
令和４年10月31日（月）
当財団ホームページからお申込みください

優秀作品には、賞状と盾を贈呈します。
申し込みいただいた全作品を令和５年１月10日（火）～15日（日）
までの間、グランシップ展示ギャラリーに展示します。

●「第26回静岡県すこやか長寿祭美術展」の作品を募集しています

多彩な事業で、皆さまの健康・生きがいづくりをお手伝い！
しずおか健康長寿財団では、中高年者の健康・生きがいづ
くりをお手伝いするため、様々な事業を行っています。

中高年者の健康の増進、新たな生きがいづくりへのきっか
けとなる講座等を各地で開催します（無料）。皆さまの御参
加をお待ちしています。

●はつらつ生きがい講座（後期）参加者を募集します

◆歴史散歩 ※いずれも13：00～15：00、定員30人程度
月 テーマ・協力団体 開催日・会場等

令和４年
10月

身近なところに歴史が
～駅集合の近距離ウォーク～

協力：  掛川観光協会ビジターセンター
健康・生きがいづくり推進員

10月21日（金）掛川城周辺
13：00 JR掛川駅北口集合
＊雨天時 10月28日（金）

令和４年
11月

身近なところに歴史が
～駅集合の近距離ウォーク～

協力：NPO法人旧五十嵐邸を考える会
健康・生きがいづくり推進員

11月24日（木）蒲原宿
13：00 JR新蒲原駅集合
＊雨天時 11月25日（金）

◆講座 ※いずれも13：30～15：00、定員30人程度
月 テーマ・協力団体 開催日・会場等

令和５年
２月

いつまでも元気で、健康な毎日のために
 ～冬の脱水症予防とカカオポリフェノールのお話～
協力：株式会社明治中部支社静岡オフィス

（しずおか健康づくりサポーター）

【中部】2月7日（火）
 シズウエル６０１会議室

【東部】2月15日（水）
 サンウェルぬまづ大会議室

【西部】2月22日（水）
 掛川市生涯学習センター第四会議室

◆ニュースポーツ教室 ※いずれも13：00～16：00、定員30人程度
月 テーマ・協力団体 開催日・会場等

令和５年
１～３月

カローリング教室
協力：県カローリング協会

【東部】1月18日（水）
 サンウェルぬまづ多目的ホール

【西部】3月13日（月）
 さわやかアリーナ袋井市総合体育館

加湿器の種類
種類 特徴 メリット デメリット

超音波式
超音波振動で水を霧
状にして放出し加湿
する

・熱くならず安心
・�比較的安価で電気
代も安め
・静音性に優れる
・�小型のものが多い

・�お手入れを怠ると雑
菌が繁殖しやすい

スチーム式 水を沸騰させ、発生
する蒸気で加湿する
（電気ポットでお湯
を沸かすイメージ）

・加湿が早い
・�煮沸するため雑菌
が繁殖しにくい
・お手入れが簡単

・電気代が高い
・�吹き出し口が高温に
なる
・結露しやすい

気化式
水で湿らせたフィル
ターに風を当て、そ
の湿気で加湿する

・�省エネ性能が高い
・結露しにくい

・�フィルター交換や掃
除などお手入れに手
間がかかる
・�運転音が大きい
・�加湿に時間がかかる

ハイブリッド式 気化式にヒーターを
組み合わせたもの
で、ヒーターで温め
た風をフィルタに当
てて加湿する

・�蒸気がスチームほ
ど熱くならない
・�加湿が早い
・�安全性が比較的高
い

・電気代が高い
・本体価格が高価

＊画像はイメージです
加湿器には主に４つの種類があります。それぞれにメリット・デメリットがあるの

で、ご家庭にあったものを選択されると良いと思います。ちなみにわが家では、お手入
れのしやすさと清潔保持のしやすさに惹かれたことからスチーム式を使用しています。

正しく使用しないとどんな危険が…！？
加湿器のお手入れを怠ると、内部で雑菌が繁殖し、それを吸い込むことで「加湿器

肺」というアレルギー性肺炎を引き起こすことがあります。煮沸機能のない超音波式加
湿器を使用する際には特に念入りなお手入れが必要です。

また、加湿器には通常の水道水を使用することも重要です。浄水器を通した水やミネ
ラルウォーターには消毒作用のある塩素が含まれていないため、雑菌がより繁殖しやす
くなるからです。

近年では、手指や物品の消毒に次亜塩素酸水を使われる方もいらっしゃると思いま
す。しかし「空間噴霧用の消毒剤」としては現時点で承認が得られたも
のはなく、安全性が確立されていません。そのため空間の除菌目的でむ
やみに加湿器で噴霧をして使用をするのは危険です。（余談ですが、名
前が似ている次亜塩素酸ナトリウムは塩素系漂白剤に用いられている別
物です。人体への刺激性が強いので間違えないようにしましょう。）

正しい知識で正しく使おう
商品の取扱説明書には、注意事項として「水は使用の都度交換し、使用後は内部を乾

燥させ、清潔に保つ必要性」が記載されています。どのタイプの加湿器であっても、こ
まめな水の入れ替えや、洗浄、乾燥といった定期的なお手入れが必要です。

この冬も、各自の感染対策が必須となります。手洗いうがいの基本的な感染対策とと
もに、自分に合った加湿器を正しく使用して元気に過ごしていきましょう。

参考：消費者庁ホームページ
：日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会雑誌 2018年38巻1号2号合冊号

二橋 咲子
浜松健診センター

保健師

●「はつらつ生きがい講座（後期）」と「第26回静岡県すこやか長寿祭美術展」
 【申し込み先】 当財団ホームページ https://www.sukoyaka.or.jp
 【問い合せ先】 公益財団法人しずおか健康長寿財団

 ℡０５４－２５３－４２２１

◀前回【洋画部門】
県知事賞作品「牛代の水目桜」

▼前回【工芸部門】
県知事賞作品「群れる」

令和４年10月１日 け ん こ う 静 岡 第151号（2）



川
根
本
町
は
、
静
岡
県

の
中
央
部
に
位
置
し
、
東

は
静
岡
市
、
南
は
島
田

市
、
西
は
浜
松
市
に
隣
接

す
る
ほ
か
、
北
は
長
野
県

と
の
県
境
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
域
は
大
井
川
に

沿
っ
た
東
西
約
23
㎞
、
南

北
約
40
㎞
の
南
北
に
細
長

い
形
で
、面
積
は
4
9
6
．

８
８
㎢（
県
内
市
町
3
番

目
の
広
さ
）、町
域
の
約

90
％
を
森
林
が
占
め
て
お

り
、茶
畑
や
山
々
に
囲
ま

れ
た
自
然
豊
か
な
町
で

す
。寸

又
峡
に
あ
る
「
夢
の

つ
り
橋
」
や
大
井
川
鐡
道

井
川
線
の
駅
の
ひ
と
つ

「
奥
大
井
湖
上
駅
」
は
世

界
に
誇
れ
る
観
光
の
名
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
の
幸
で
は
、
味
わ
い

豊
か
な
「
川
根
茶
」、
静

岡
県
で
1
番
の
収
穫
量
の

「
ゆ
ず
」、「
鹿
肉
や
猪
肉
」

の
ジ
ビ
エ
な
ど
の
食
を
楽

し
め
る
の
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。

町
内
全
域
が
南
ア
ル
プ

ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
に
も
名
を
連
ね
る
、

五
感
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

せ
る
、
癒
し
の
観
光
地
で

す
。
最
近
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
で
き
る
場

所
が
増
え
て
お
り
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置

す
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

2
0
0
5
年
（
平
成
17

年
）
9
月
20
日
、
本
川
根

町
と
中
川
根
町
が
合
併
し

て
川
根
本
町
が
誕
生
し
、

「
水
と
森
の
番
人
が
創
る

癒
し
の
里
川
根
本
町
～
豊

か
な
自
然
、
お
茶
と
温
泉

に
彩
ら
れ
た
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る

さ
と
～
」
を
、
目
指
す
将

来
像
と
し
て
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
現
在

の
人
口
は
6
，1
7
2
人
、

高
齢
化
率
は
50
・
7
％
、

2
人
に
1
人
が
高
齢
者
で

す
が
元
気
に
暮
ら
す
高
齢

者
が
多
い
町
で
す
。

川
根
本
町
役
場
は
、
川

根
本
町
役
場
本
庁
や
川
根

本
町
総
合
支
所
の
ほ
か
、

桜
保
育
園
・
三
ッ
星
保
育

園
、
農
林
業
セ
ン
タ
ー
、

川
根
本
町
B
＆
G
海
洋
セ

ン
タ
ー
等
か
ら
な
り
、
会

計
年
度
任
用
職
員
も
含
め

て
約
２
４
０
人
が
仕
事
に

従
事
し
て
い
ま
す
。

【
職
員
の
安
全
と
衛
生
管
理
】

川
根
本
町
役
場
で
は
、

川
根
本
町
役
場
本
庁
と
川

根
本
町
総
合
支
所
、
川
根

本
町
学
校
給
食
共
同
調
理

場
、
桜
保
育
園
・
三
ッ
星

保
育
園
等
の
職
員
で
構
成

さ
れ
る
衛
生
委
員
会
を
、

月
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
催
会
場
を
本
庁
と
総
合

支
所
交
互
で
行
い
、
職
場

巡
視
に
よ
る
職
場
環
境
の

改
善
を
し
て
い
ま
す
。

【
健
康
管
理
】

職
員
の
健
康
状
態
を
把

握
し
、
疾
病
を
予
防
す
る

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
を
含
め
職
員
の
健
康

診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
を
産
業
医
に
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
場
合

に
よ
っ
て
は
受
診
状
況
の

確
認
を
し
て
い
ま
す
。

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
】

健
康
診
断
と
同
じ
よ
う

に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
結
果
に
は
客
観
的

な
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
の

傾
向
と
ス
ト
レ
ス
対
策
へ

の
助
言
が
記
載
さ
れ
、
前

回
の
点
数
と
の
比
較
か
ら

も
、
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態

を
振
り
返
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
集
計
分
析
さ

れ
た
結
果
は
産
業
医
に
確

認
、
助
言
を
い
た
だ
き
、

効
果
的
な
職
場
研
修
の
企

画
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
点
数
に
よ
っ
て
、
産

業
医
と
の
面
談
を
進
め
る

な
ど
、
こ
こ
ろ
の
不
調
へ

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、

き
め
細
や
か
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

が
必
要
な
職
員
が
増
え
、

安
定
し
て
仕
事
が
で
き
る

環
境
維
持
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
数
年
前
よ

り
新
規
採
用
職
員
と
2
年

目
の
職
員
に
は
、
産
業
医

と
の
面
談
を
実
施
し
、
体

の
不
調
や
こ
こ
ろ
の
不
調

等
を
確
認
し
、
安
心
し
て

職
場
で
仕
事
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。

川
根
本
町
役
場
は
、
少

人
数
な
が
ら
多
く
の
職
務

を
実
施
し
て
お
り
、
時
期

に
よ
っ
て
も
忙
し
さ
に
変

動
が
あ
り
ま
す
。
安
心
し

て
自
身
の
体
調
管
理
や
仕

事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
環
境
整
備
と
健
康

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

�

（
川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７
）

げ
ん
き
な
事
業
所

川
根
本
町
役
場

「
心
豊
か
で

自
ら
考
え

実

践
す
る
子
の
育
成
」
で
、
重

点
目
標
で
あ
る
「
や
さ
し
さ

い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
り
い
っ

ぱ
い

自
分
か
ら
」
の
具
現

化
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま

す
。
児
童
は
明
る
く
素
直
で
、

休
み
時
間
に
は
運
動
場
で
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
姿
が
み
ら

れ
ま
す
。
転
出
入
す
る
児
童

が
多
い
で
す
が
、
す
ぐ
に
友

達
と
仲
良
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

よ
う
と
優
し
く
接
す
る
姿
が

た
く
さ
ん
み
ら
れ
ま
す
。
保

健
室
で
も
、
け
が
の
状
態
や

症
状
を
日
本
語
で
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
児
童
を
、
学
年

問
わ
ず
言
語
の
分
か
る
児
童

が
手
伝
う
姿
が
み
ら
れ
、
私

自
身
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
遅
刻
や
忘
れ
物

が
多
く
、
自
分
か
ら
考
え
た

り
伝
え
た
り
す
る
力
に
課
題

が
み
ら
れ
ま
す
。
児
童
の
持

つ
良
さ
を
伸
ば
し
、
そ
の
上

に
自
ら
殻
を
破
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
主
体
性

を
育
て
る
た
め
に
、「
失
敗
し

た
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん
」
を
合

言
葉
に
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
健
室
に
お
い
て
は
、
学

校
保
健
目
標
「
自
他
の
心
と

身
体
を
大
切
に
で
き
る
児
童

の
育
成
」
に
向
け
て
、
日
々

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
際

に
現
場
で
働
き
始
め
て
か
ら
、

子
ど
も
の
数
だ
け
様
々
な
家

庭
環
境
が
あ
る
こ
と
を
強
く

実
感
し
ま
し
た
。
本
校
で
は

多
様
な
背
景
か
ら
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
児
童
や
自
己
肯
定
感

が
低
い
児
童
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
児
童
が
、
ま
ず
は
自

分
の
心
と
身
体
を
大
切
に
で

き
る
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
朝
や
帰
り

の
時
間
に
は
昇
降
口
に
立
ち
、

声
か
け
を
し
た
り
、
表
情
や

身
な
り
等
の
観
察
を
し
た
り

し
て
、
児
童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
普
段
の
様
子
を
知

る
こ
と
で
、「
い
つ
も
と
違
う
」

と
い
う
よ
う
な
小
さ
な
変
化

に
気
づ
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
常
に
視
覚

的
で
児
童
の
興
味
を
引
く
よ

う
な
掲
示
物
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
掲
示
物
を
よ
く
見
て

い
る
児
童
が
多
く
、
反
応
を

た
く
さ
ん
し
て
く
れ
ま
す
。

特
に
、
軍
手
を
用
い
た
手
洗

い
の
模
型
や
本
物
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
と
砂
糖
を
使
っ
た

「
砂
糖
の
量
が
わ
か
る
自
動
販

売
機
」
の
掲
示
が
好
評
で
し

た
。
今
後
は
、
リ
フ
レ
ー
ミ

ン
グ
を
取
り
上
げ
た
掲
示
や
、

外
国
籍
児
童
で
も
分
か
る
よ

本
校
は
、
焼
津
市
の
南
東

部
に
位
置
し
、
地
域
の
東
側

は
和
田
浜
の
海
岸
線
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
区
は
元
々
、

農
村
地
域
で
あ
り
、
現
在
も

田
畑
や
梨
畑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
近
年
は
、
港
で
水
揚

げ
さ
れ
た
魚
を
加
工
す
る
水

産
加
工
関
係
の
工
場
が
で
き
、

そ
こ
に
勤
め
る
外
国
人
の
子

ど
も
た
ち
が
本
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。
本
校
は
、
焼
津
市

の
中
で
も
外
国
籍
児
童
が
一

番
多
く
、
現
在
は
全
校
児
童

３
１
３
名
の
う
ち
、
75
名
が

外
国
籍
児
童
で
す
。
今
年
の

新
入
生
は
、
約
半
数
が
外
国

籍
児
童
で
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な
ど
様
々
な

国
籍
の
児
童
が
通
う
多
様
性

に
富
ん
だ
学
校
で
す
。
ま
た
、

学
区
内
に
は
児
童
養
護
施
設

「
春
風
寮
」
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
通
学
す
る
児
童
も
在
籍
し

て
い
ま
す
。

本
校
の
学
校
教
育
目
標
は

う
な
気
持
ち
を
表
す
カ
ー
ド

を
作
成
し
、
児
童
が
自
分
の

気
持
ち
を
う
ま
く
言
葉
で
伝

え
ら
れ
る
よ
う
な
手
立
て
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
私
自
身
、
日
々
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
失
敗
ば
か
り
で
落

ち
込
む
日
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
元
気

を
も
ら
い
、
周
り
の
先
生
方

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
初

心
を
忘
れ
ず
、
た
く
さ
ん
挑

戦
し
、
失
敗
し
な
が
ら
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
養
護
教

諭
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。

い
ま
す
。

ま
た
、
月
ご
と
に
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
デ
ー
と
年
に
一

度
ネ
ッ
ト
依
存
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
長
期
休
業
前
に

は
「
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の

付
き
合
い
方
～
宣
言
書
／

報
告
書
～
」
を
作
成
し
、

メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い

方
を
振
り
返
る
機
会
を
設

け
、
生
活
改
善
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
静
岡
型
小

中
一
貫
教
育
で
は
、「
自

ら
進
ん
で
健
康
管
理
の
で

き
る
子
」
を
学
校
保
健
目

標
と
し
、
西
奈
南
小
学
校

の
養
護
教
諭
と
連
携
し
、

子
ど
も
の
健
康
問
題
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
度
は
人
間
関
係

づ
く
り
が
苦
手
な
子
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
力
の
も
と
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の

育
成
を
図
る
た
め
、
相
手

の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

自
分
の
気
持
ち
を
上
手
に

伝
え
る
方
法
を
学
び
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
姿
勢
改

善
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
学

ぶ
こ
と
で
、
心
身
共
に
健

康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

昇
降
口
・
階
段
・
ト
イ

レ
が
近
く
に
あ
る
保
健
室

に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
身

長
や
体
重
を
測
り
に
来
る

子
、
一
人
で
教
室
に
行
け

ず
顔
を
覗
か
せ
る
子
、
愚

痴
を
こ
ぼ
し
に
来
る
子
、

教
室
や
部
活
動
の
様
子
を

話
し
に
来
る
子
、
来
校
つ

い
で
に
子
ど
も
の
様
子
を

相
談
し
に
来
る
保
護
者
な

ど
が
お
り
、
生
徒
や
保
護

者
が
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
る

の
に
は
絶
好
の
場
所
で

す
。
保
健
室
前
の
廊
下
で

は
、
生
徒
だ
け
で
な
く
職

員
も
時
々
足
を
止
め
て
掲

示
物
を
眺
め
た
り
、
触
っ

て
い
た
り
す
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
、
異
動
し
て
来

た
時
は
マ
ス
ク
に
隠
れ
た

生
徒
の
気
持
ち
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

か
不
安
で
し
た
。
し
か

し
、
保
健
室
の
場
所
に
も

助
け
ら
れ
、
一
年
経
っ
た

今
は
気
軽
に
来
室
で
き
る

保
健
室
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
保
護
者

を
含
め
、
子
ど
も
の
生
活

環
境
や
特
性
は
様
々
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
、
本
校
職

員
と
協
力
し
て
、
少
し
で

も
過
ご
し
や
す
い
と
思
え

る
学
校
づ
く
り
・
保
健
室

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
、
静
岡
駅
か
ら

北
東
に
位
置
す
る
全
校
生

徒
３
５
０
名
の
中
学
校
で

す
。
梶
原
山
の
麓
近
く
の

高
台
に
あ
り
、
保
健
室
か

ら
も
、
日
本
平
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
時
折
、

日
本
平
か
ら
揚
が
る
花
火

が
仕
事
の
疲
れ
を
癒
や
し

て
く
れ
ま
す
。

「
西
奈
ス
ピ
リ
ッ
ト
～

誠
実
さ
・
逞
し
さ
・
響
き

合
い
～
か
か
わ
り
を
大
切

に
す
る
生
徒
」
を
合
言
葉

に
、
教
育
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
は
地
域
を
探
訪

し
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成

し
た
り
、
地
域
と
連
携
し

て
防
災
訓
練
を
実
施
し
た

り
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
を
行
っ
た
り

す
る
な
ど
、
防
災
教
育
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

焼
津
市
立
和
田
小
学
校

�

養
護
教
諭

星
谷

美
沙

静
岡
市
立
西
奈
中
学
校

�

養
護
教
諭

中
西
の
り
え

茶畑とＳＬ

夢のつり橋

衛生委員会

室
保健
室
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公益社団法人 全国労働衛生団体連合会は、長年労働衛生
関係業務に精励しその向上に功績、貢献のあった方々に対し
て、毎年表彰を行っている。今年度は、当会藤枝健診セン
ター健康増進課の濵田課長補佐が功績賞を受賞した。

濵田課長補佐は、平成９年３月に入職し総務課、情報管理
課を経て現在は、藤枝健診センター健康増進課で課長補佐と
して活躍している。

他課での経験が現在の渉外業務に活かされ、顧客から結果
処理や請求内容などについて独自の要望があった際にも、適切な対応でスピード
感を持って行っている。

また、これらの対応を後輩にも熱心に伝え、課内全体のマネージメント力の底
上げにつなげている。渉外スタイルは、「積極的な提案」をモットーとし、常日
頃から顧客に新たな検査項目の紹介や情報提供なども行っている。

今後も内外問わず多角的な提案を行い、協会発展のために大いに貢献するもの
と期待される。

濵田課長補佐（公社）全国労働衛生団体連合会 功績賞を受賞

総合健診センター・ヘルスポートでは、人間ドックを実施しており、毎年多くの
受診者の皆様にご利用いただいております。近年の人間ドック受診者数は表１のと
おり年々増加しています。令和３年度の年齢階層別ドック受診者を表２に掲載いた
しました。

その他
・フリーWi-Fi 完備
・ 空気清浄器や加湿器、手指消毒アルコール、パーテーションの設置、定期的な換

気など感染防止対策も十分に行っています。

笑顔と心配りを大切に、職員一同お待ちしております。
ぜひ、今後もご利用ください。

当施設が実施している
ア ン ケ ー ト 調 査 で は、
2021年度の人間ドックご
利用満足度が92.0%とご
好評をいただいており、

「リラックスして１日過
ごせました」「快適でし
た」などのご感想もいた
だきました。今後も受診
者の皆様にご満足いただ
けるように日々サービス
向上に努めてまいりま
す。

８月26日、当協会は浜松健診セン
ターに放射線新棟を建設し、最新技術
が搭載された胸部・胃部Ｘ線デジタル診断装置を導入しました。これまでは建物
に隣接して車両を駐車し検診バスでの胸部・胃部Ｘ線検査を行って参りました
が、今後は施設内で全ての検査を行えるため、受診者様の移動がとても快適にな
ります。

また、新しい施設内は白を基調とし、落ち着きとくつろぎを感じながら安心し
て検査を受けていただける空間となっています。

胸部Ｘ線撮影装置は、間接変換ＦＰＤ装置（フラットパネルディテクタ）と呼
ばれ、従来のものより高速にデジタル画像処理が可能で、より高画質のＸ線画像
が得られるため、細部の異常も見逃すことなく発見できることが期待されます。

また、撮影時の放射線量も減少し受診者様の放射線被曝量の低減も図られま
す。このほか、この装置ではデジタル撮影のためフィルムなどは使用せず、撮影
後数秒で画像化することができるため画像確認を直ぐに行えます。

胃部Ｘ線撮影装置は、様々な技術を集結させたＤＲ（デジタルラジオグラ
フィー）システムを搭載しており、これまで描出が困難だった部分も明瞭に表示
し、鮮明な画像を提供できるようになりました。

さらに、撮影中の転落防止カバーや寝台手すり部分には滑り止めに効果的なラ
バー素材を採用し、滑りにくさや握りやすさを実現し、より安心して受診できる
ようになりました。

今後もさらなる地域医療の向上めざし、【みんなの健康を守る】の理念の下に
静岡県皆様の健康保持・増進に努めてまいります。

8/26
浜松健診センター放射線新棟 完成

中庭と南テラスに囲まれた明るい食事スペース

すべての検査が１階の
ワンフロアで受診可能

肌年齢や脳年齢を気軽に
測定できる機器を設置

リクライニングチェアや
マッサージチェアを完備

女性専用リラクゼーションルー
ム、パウダールームを完備

どの世代の方も安心・快適に
過ごせる空間をご準備

 

人間ドック受診者数の推移と
年齢別受診者数のお知らせ

令和３年度は
令和２年度に
比べて受診者
数が533人
増加！

幅広い年齢層
の方々にご利
用いただいて
います！

放射線新棟

胸部撮影室

待合室

胃部撮影室

～さらに安全で
迅速・的確な

検査へ～

令和４年10月１日 け ん こ う 静 岡 第151号（4）

静岡県予防医学協会 総合健診センター

ヘルスポートだより


